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平成27年国勢調査 

 人口等基本集計結果の概要 

（白老町人口・世帯数確定数値） 
 

 平成２７年国勢調査の結果については、本年２月に要計表による人口・世帯数（速報

値）が公表されたが、その後に国において調査票の記載内容に基づいた審査を経て集計さ

れた確定数値である。 

 

 １ 調査の目的 

国勢調査は、統計法（平成１９年法律第５３号）第５条第２項の規定に基づき、我

が国の人口の状況を明らかにし各種行政施策その他の基礎資料を得るために大正 9

年以来ほぼ 5 年ごとに行われており、平成 27 年国勢調査はその 20 回目に当たる。 

 国勢調査は、大正 9 年を初めとする 10 年ごとの大規模調査と、その中間年の簡易

調査とに大別され、今回の平成 27 年国勢調査は簡易調査である。 

  

２ 調査の時期 

平成 2７年国勢調査は、平成 2７年 10 月 1 日午前零時（以下「調査時」とい

う。）現在によって行われた。 

 

３ 調査の対象 

   調査時において、白老町内に常住している者。 

 

 ４ 調査事項 

 （１）世帯員に関する事項 

   氏名、男女の別、出生の年月、世帯主の続き柄、配偶の関係、国籍、現在の住居

における居住期間、5 年前の住居の所在地、就業状態、所属の事業所の名称及び事

業の内容、仕事の種類、従業上の地位、従業地又は通学 

（２）世帯に関する事項 

世帯の種類、世帯員の数、住居の種類、住宅の建て方 

 

 ５ 調査の方法 

白老町において２０１調査区を設定し、総務大臣により任命された１２５名の国勢

調査員が調査票を世帯ごとに配布し、調査員が取集するか郵送で提出する方法又は全

国全ての調査区でインターネットによる回答が導入された。 

    （１） インターネット回答 2,405 世帯 ・ 回答率 30.2% 

    （２） 郵送による回答   3,016 世帯 ・ 回答率 35.9% 

 

 ６ 用語の解説 

 （１）常住している者 
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「常住している者」とは、白老町に 3 か月以上にわたって住んでいるか、又は住

むことになっている者をいい、3 か月以上にわたって住んでいる住居又は住むこと

になっている住居のない者は、調査時現在居た場所に「常住している者」とみなし

て調査する。 

（２）年 齢 

平成２７年９月３０日現在による満年齢であり、10 月１日午前零時に生まれた 

人は、０歳とする。 

（３）世帯の種類 

   世帯の種類は、「一般世帯」と「施設等の世帯」に区分する。 

 ① 一般世帯 

    ｱ.  住居と生計を共にしている人々の集まり又は１戸を構えて住んでいる単身者。 

     ただし、これらの世帯と住居を共にする単身の住込み雇人は、人数に関係な く

雇い主の世帯に含める。 

    ｲ.  上記の世帯と住居を共にし、別に生計を維持している間借りの単身者又は下

宿屋などに下宿している単身者。 

    ｳ.  会社・団体・商店・官公庁などの寄宿舎、独身寮などに居住している単身者。 

  ② 施設等の世帯 

     世帯の単位は、原則として ｱ.～ｳ. は棟ごと、ｴ. は中隊又は艦船ごと、ｵ. は建物

ごと、ｶ. は一人ひとりである。 

    ｱ.  寮・寄宿舎の学生・生徒 

    ｲ.  病院・療養所の入院者 

    ｳ.  社会施設の入所者（老人施設、児童保護施設等） 

    ｴ. 自衛隊営舎内居住者 

    ｵ. 矯正施設（刑務所・拘置所等）の入所者 

    ｶ. その他（定まった住居を持たない単身者等） 

 

 ７ 主な集計結果の公表（予定時期） 

① 移動人口の男女・年齢等集計（人口転出入数）   平成 29 年 1 月公表予定 

② 就業状態等基本集計 

（就業・非就業・失業者人口、産業大分類）     平成 29 年４月公表予定 

  ③ 従業地・通学地による人口・就業状態等集計 

   （通勤・通学昼間人口、通勤・通学先市町村）    平成 29 年６月公表予定 

④ 移動人口の小地域集計（５年間住居移動者）     平成 29 年７月公表予定 

⑤ 世帯構造基本集計 

（父子・母子、親子同居、従業・通学世帯）    平成 29 年 9 月公表予定 

  ⑥ 抽出詳細集計（産業・職業中分類）        平成 29 年 12 月公表予定 

   ⑦ 従業地・通学地による抽出詳細集計 

   （通勤先での産業・職業中分類）          平成 29 年 12 月公表予定 
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Ⅰ．人 口 

 １．総人口及び男女別人口 

 

 白老町の総人口は、17,740 人、前回比 1,636 人減少（8.4％減） 

 

   平成 27 年 10 月 1 日現在の白老町の総人口は 17,740 人で、平成 22 年調査

（以下「前回調査」という。）の 19,376 人と比較すると 1,636 人減少（減少率

8.4%）となった。 

   また、男女別人口は、男性 8,489 人、女性 9,251 人であり、女性のほうが 762

人多く、人口性比（女性 100 人に対する男性の数）は 91.8 となった。前回調査

比、男性で 743 人減少（減少率 8.0%）、女性で 893 人減少（減少率 8.8%）とな

った。 

 

表１ 白老町の人口 

調査年次 
人 口（人） 総数の前回比（％） 人口性比 

（％） 

人口密度 

(人/１k ㎡） 総数 男 女 増減数 増減率 

大正 9 年 

大正 14 年 

昭和 5 年 

昭和 10 年 

昭和 15 年 

昭和 22 年 

昭和 25 年 

昭和 30 年 

昭和 35 年 

昭和 40 年 

昭和 45 年 

昭和 50 年 

昭和 55 年 

昭和 60 年 

平成 2 年 

平成 7 年 

平成 12 年 

平成 17 年 

平成 22 年 

平成 27 年 

6,312 

6,849 

6,458 

6,562 

7,286 

9,169 

10,033 

11,083 

14,178 

17,617 

20,094 

22,585 

24,168 

24,353 

23,229 

22,414 

21,662 

20,748 

19,376 

17,740 

－  

3,773 

3,436 

3,348 

3,845 

4,651 

5,117 

5,736 

7,768 

9,314 

10,266 

11,319 

12,071 

12,005 

11,314 

10,841 

10,445 

10,013 

9,232 

8,489 

－  

3,076 

3,022 

3,214 

3,441 

4,518 

4,916 

5,347 

6,410 

8,303 

9,828 

11,266 

12,097 

12,348 

11,915 

11,573 

11,217 

10,735 

10,144 

9,251 

－  

537 

▲391 

104 

724 

1,883 

1,785 

1,050 

3,095 

3,439 

2,477 

2,491 

1,583 

185 

▲1,124 

▲815 

▲752 

▲914 

▲1,372 

▲1,636 

－  

8.5 

▲6.1 

1.6 

11.0 

20.5 

21.6 

10.5 

27.9 

24.3 

14.1 

12.4 

7.0 

0.8 

▲4.6 

▲3.5 

▲3.4 

▲4.2 

▲6.6 

▲8.4 

 －  

122.7 

113.7 

104.2 

111.7 

97.1 

104.1 

107.3 

121.2 

112.2 

104.5 

100.5 

99.8 

97.2 

95.0 

93.7 

93.1 

93.3 

91.0 

91.8 

－  

16.1 

15.2 

15.5 

17.2 

19.4 

23.6 

26.1 

33.4 

41.5 

47.4 

53.2 

57.0 

57.4 

54.6 

52.6 

50.9 

48.7 

45.5 

41.7 

  （注）昭和 20 年該当調査は、臨時調査として昭和 22 年に調査が行われた。 
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図１－1 人口及び増減率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２ 男女別人口及び人口性比の推移 
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 ２．年齢別人口 

 

 65 歳以上人口は、7,204 人、前回比 604 人（9.2％）の増加 

 

 人口の３区分別に見ると、１５歳未満の年少人口が 1,475 人（総人口の 8.4%）、15

歳から 64 歳の生産年齢人口が 8,978 人（同 50.8%）、65 歳以上の老年人口が 7,204

人（同 40.8％）となっている。 

 これを前回調査と比べると、年少人口が 442 人減少（減少率 23.1%）、生産年齢人口

が 1,874 人減少（減少率 17.3%）となっているのに対して、老年人口は 604 人増加

（増加率 9.2％）している。 

また、総人口に占める割合は、年少人口が 1.5 ポント、生産年齢人口が 5.2 ポイント

それぞれ低下しているのに対し、老年人口は 6.7 ポイント上昇しており、調査以来、初

めて 40％の大台を超えた。人口減少に伴って少子・高齢がますます激しくなっている。 

 

表２ 年齢（３区分）別人口 

調査年次 

人  口（人） 構 成 比（％） 

総数 
15 歳未満 

（年少人口） 

15～64 歳 

（生産年齢人口） 

65 歳以上 

（老年人口） 
15 歳未満 15～64 歳 65 歳以上 

昭和 60 年 

平成 2 年 

平成 7 年 

平成 12 年 

平成 17 年 

平成 22 年 

平成 27 年 

24,353 

23,229 

22,414 

21,662 

20,748 

19,376 

17,740 

5,545 

4,131 

3,244 

2,771 

2,339 

1,917 

1,475 

16,354 

15,849 

15,063 

13,879 

12,526 

10,852 

 8,978 

2,454 

3,205 

4,107 

5,008 

5,883 

6,600 

7,204 

22.8 

17.8 

14.5 

12.8 

11.3 

9.9 

8.4 

67.1 

68.2 

67.2 

64.1 

60.4 

56.0 

50.8 

10.1 

13.8 

18.3 

23.1 

28.4 

34.1 

40.8 

  

 図２ 年齢（３区分）別人口比率の推移 
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 ３．配偶関係 

 

 未婚率は、男性 28.0％、女性は 16.9％ 

 

 15 歳以上の未婚・有配偶者数を男女別にみると、男性は 15 歳以上人口 7,675 人の

うち未婚者が 2,148 人（未婚率 28.0%）、有配偶者が 4,683 人（有配偶率 61.0%）と

なっている。 

 一方、女性は 15 歳以上人口 8,507 人のうち未婚者が 1,435 人（未婚率 16.9%）、

有配偶者が 4,643 人（有配偶率 54.6%）となっている。 

 また、有配偶率及び死別の経年変化をみると、有配偶率は昭和 60 年 69.0％から平成

57.1%と 11.9％減少している反面、死別が昭和 60 年 7.1%から平成 27 年 13.6%に

6.5%上昇している。 

 

表３ 配偶者関係（４区分）別人口 

調査年次 総数 
配偶関係（４区分・人） 構 成 比（％） 

未婚 有配偶 死別 離別 未婚 有配偶 死別 離別 

昭和 60 年 

    男 

    女 

平成 2 年 

    男 

     女 

平成 7 年 

      男 

     女 

平成 12 年 

       男 

     女 

平成 17 年 

       男 

     女 

平成 22 年 

      男 

     女 

平成 27 年 

    男 

     女 

18,808 

9,215 

9,593 

19,054 

9,203 

9,851 

19,170 

9,184 

9,986 

18,887 

8,980 

9,907 

18,409 

8,802 

9,607 

17,452 

8,235 

 9,217 

16,182 

7,675 

 8,507 

3,992 

2,250 

1,742 

3,997 

2,173 

1,824 

4,050 

 2,224 

1,826 

3,697 

2,047 

1,650 

3,644 

2,145 

1,499 

3,693 

2,148 

1,545 

3,583 

2,148 

1,435 

12,976 

6,512 

6,464 

12,946 

6,503 

6,443 

12,719 

6,383 

6,336 

12,428 

6,231 

6,197 

11,549 

5,810 

5,739 

10,442 

5,240 

5,202 

9,326 

4,683 

4,643 

1,341 

225 

1,116 

1,497 

266 

1,231 

1,682 

251 

1,431 

1,861 

317 

1,544 

2,102 

375 

1,727 

2,174 

413 

1,761 

2,193 

398 

1,795 

496 

226 

270 

590 

253 

337 

712 

323 

389 

866 

373 

493 

1,039 

426 

613 

1,111 

427 

684 

1,014 

410 

604 

21.2 

24.4 

18.2 

21.0 

23.6 

18.5 

21.1 

24.2 

18.3 

19.6 

22.8 

16.7 

19.8 

24.3 

15.6 

21.2 

26.1 

16.8 

22.1 

28.0 

16.9 

69.0 

70.7 

67.4 

67.9 

70.7 

65.4 

66.3 

69.5 

63.4 

65.8 

69.4 

62.6 

62.7 

66.0 

59.7 

59.8 

63.6 

56.4 

57.6 

61.0 

54.6 

7.1 

2.4 

11.6 

7.9 

2.9 

12.5 

8.8 

2.7 

14.3 

9.9 

3.5 

15.6 

11.4 

4.3 

18.0 

12.5 

5.0 

19.1 

13.6 

5.2 

21.1 

2.6 

2.5 

2.8 

3.1 

2.7 

3.4 

3.7 

3.5 

3.9 

4.6 

4.2 

5.0 

5.6 

4.8 

6.4 

6.4 

5.2 

7.4 

6.3 

5.3 

7.1 

  （注） 総数に配偶関係不明の数を含む。 
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表４ 男女別、配偶者関係別（４区分）、年齢別（５歳階級）人口 

年 齢 

5 歳階級 
総数（人） 

配偶関係（４区分・人） 

未 婚 有配偶 死 別 離 別 

総 数 

男 

15 歳以上総数 

15～19 歳 

20～24 歳 

25～29 歳 

30～34 歳 

35～39 歳 

40～44 歳 

45～49 歳 

50～54 歳 

55～59 歳 

60～64 歳 

65～69 歳 

70～74 歳 

75～79 歳 

80～84 歳 

85 歳以上 

女 

15 歳以上総数 

15～19 歳 

20～24 歳 

25～29 歳 

30～34 歳 

35～39 歳 

40～44 歳 

45～49 歳 

50～54 歳 

55～59 歳 

60～64 歳 

65～69 歳 

70～74 歳 

75～79 歳 

80～84 歳 

85 歳以上 

16,182 

 

7,675 

472 

258 

304 

305 

389 

510 

502 

474 

527 

803 

911 

828 

639 

456 

297 

 

8,507 

352 

218 

223 

292 

386 

513 

540 

511 

540 

859 

1,087 

929 

764 

611 

682 

3,583 

 

2,148 

470 

239 

233 

175 

196 

202 

167 

112 

99 

116 

75 

35 

24 

4 

1 

 

1,435 

351 

186 

134 

118 

122 

124 

112 

68 

41 

60 

45 

28 

25 

11 

10 

9,326 

 

4,683 

1 

15 

59 

119 

173 

274 

291 

306 

360 

598 

717 

703 

513 

357 

197 

 

4,643 

1 

24 

85 

156 

202 

311 

347 

354 

408 

646 

799 

616 

417 

197 

80 

2,193 

 

398 

－  

－  

－  

1 

1 

－  

2 

4 

11 

18 

62 

46 

74 

82 

97 

 

1,795 

－  

－  

－  

－  

3 

9 

9 

16 

33 

76 

167 

245 

285 

379 

573 

1,014 

 

410 

－  

1 

6 

9 

17 

32 

37 

49 

52 

69 

55 

42 

27 

13 

1 

 

604 

－  

3 

4 

18 

55 

67 

70 

70 

58 

75 

75 

38 

35 

22 

14 

  （注）総数に配偶関係不明の数を含む。 
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  図３－１ 配偶関（４区分）別人口比率の推移 

 

表５ 年齢階級（３区分）別未婚率 

調査年次 
25～29 歳（％） 30～34 歳（％） 35～39 歳（％） 

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 

昭和 60 年 

平成 2 年 

平成 7 年      

平成 12 年       

平成 17 年       

平成 22 年 

平成 27 年 

39.7 

44.9 

51.6 

56.0 

62.0 

64.8 

69.6 

53.2 

54.5 

58.5 

61.6 

69.3 

69.9 

76.6 

26.1 

36.7 

45.6 

50.4 

54.1 

59.2 

60.1 

17.6 

20.0 

27.9 

32.6 

41.5 

47.4 

49.1 

26.1 

28.8 

38.1 

41.8 

50.2 

55.4 

57.4 

9.2 

11.2 

18.8 

24.5 

32.7 

39.1 

40.4 

7.4 

11.0 

15.3 

19.8 

28.2 

32.9 

41.0 

10.6 

15.8 

22.0 

27.1 

37.1 

39.8 

50.4 

4.5 

6.5 

8.5 

13.0 

20.2 

26.0 

31.6 

 

  図３－２ 年代別（３区分）未婚率の推移 
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Ⅱ．世 帯 

 １．総世帯数 

 

 一般世帯数は、7,911 世帯、１世帯当たり人員は 2.11 人 

 

白老町の総世帯数 7,955 世帯で、前回調査の 8,412 世帯に比べ、457 世帯（▲5.4％ 

）減少している。 

このうち、一般世帯数 7,911 世帯・人員 16,675 人で、前回調査と比べて世帯数 469

人（▲5.6％）・人員 1,777 人（▲9.6%）それぞれ減少しているため１世帯当たり人員

も 2.11 人となり、前回調査比 0.09 人（▲4.1%）減少しており、世帯規模の縮小が続

いている。 

 

表６ 世帯の種類別世帯数及び世帯人員の推移 

調査年次 
総世帯数 

（世帯） 

一般世帯 施設等の世帯 

世帯数 

（世帯） 
人員（人） 

１世帯当たり 

人員（人） 

世帯数 

（世帯） 
人員（人） 

大正 14 年 

昭和 5 年 

昭和 10 年 

昭和 15 年 

昭和 22 年 

昭和 25 年 

昭和 30 年 

昭和 35 年 

昭和 40 年 

昭和 45 年 

昭和 50 年 

昭和 55 年 

昭和 60 年 

平成 2 年 

平成 7 年 

平成 12 年 

平成 17 年 

平成 22 年 

平成 27 年 

1,348 

1,277 

1,330 

1,360 

1,783 

1,857 

2,031 

2,810 

4,379 

5,339 

6,427 

7,457 

7,835 

7,964 

8,271 

8,536 

8,564 

8,412 

7,955 

 

 

 

 

 

1,844 

1,988 

2,630 

3,997 

5,067 

6,254 

7,050 

7,784 

7,910 

8,255 

8,518 

8,536 

8,380 

7,911 

 

 

 

 

 

9,960 

10,716 

12,704 

16,184 

18,678 

21,422 

23,122 

23,677 

22,476 

21,742 

21,058 

19,882 

18,452 

16,675 

5.08 

5.06 

4.93 

5.35 

5.14 

5.40 

5.39 

4.83 

4.05 

3.68 

3.43 

3.28 

3.04 

2.84 

2.63 

2.47 

2.33 

2.20 

2.11 

 

 

 

 

 

13 

43 

180 

382 

272 

173 

407 

51 

21 

16 

14 

28 

32 

44 

 

 

 

 

 

64 

367 

1,474 

1,433 

1,416 

1,163 

1,043 

676 

709 

672 

600 

866 

924 

1,065 

  （注）1 世帯総数に世帯の種類不詳を含む。 

     2 一般世帯とは、総世帯数から施設等の世帯（学校の寮、病院、社会施設、自衛隊営舎

内居住者、矯正施設の入所者等）を除いたもの。（※ 昭和 25 年～昭和 55 年までは、準

世帯として施設等の世帯＋下宿している単身者の数） 
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 ２．世帯人員別世帯数 

 

 1 人世帯は、2,648 世帯、全世帯の 33.5% 

   

 一般世帯の世帯人員別の割合をみると、１人世帯（33.5％）及び２人世帯（39.6％）

の構成比を合計すると 73.1%を占めており、前回調査と比べると 3.2%増加している。 

 

表６ 世帯人員別一般世帯数 

調査年次 総数 
世帯人員（世帯） 

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人以上 

実 
 

数 

昭和 60 年 

平成 2 年 

平成 7 年 

平成 12 年 

平成 17 年 

平成 22 年 

平成 27 年 

7,784 

7,910 

8,255 

8,518 

8,536 

8,380 

7,911 

1,273 

1,365 

1,640 

1,935 

2,231 

2,492 

2,648 

1,963 

2,487 

2,975 

3,258 

3,361 

3,372 

3,135 

1,489 

1,545 

1,616 

1,627 

1,540 

1,360 

1,189 

1,856 

1,571 

1,235 

1,070 

949 

803 

633 

809 

588 

502 

413 

300 

251 

223 

265 

245 

193 

155 

103 

63 

56 

129 

109 

94 

60 

52 

39 

27 

構
成
比
（
％
） 

昭和 60 年 

平成 2 年 

平成 7 年 

平成 12 年 

平成 17 年 

平成 22 年 

平成 27 年 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

16.4 

17.3 

19.9 

22.7 

26.1 

29.7 

33.5 

25.2 

31.4 

36.0 

38.2 

39.4 

40.2 

39.6 

19.1 

19.5 

19.6 

19.1 

18.0 

16.2 

15.0 

23.8 

19.9 

15.0 

12.6 

11.1 

9.6 

8.0 

10.4 

7.4 

6.1 

4.8 

3.5 

3.0 

2.8 

3.4 

3.1 

2.3 

1.8 

1.2 

0.8 

0.7 

1.7 

1.4 

1.1 

0.7 

0.6 

0.5 

0.3 

増
加
率
（
％
） 

平成 2 年 

平成 7 年 

平成 12 年 

平成 17 年 

平成 22 年 

平成 27 年 

1.6 

4.4 

3.2 

0.2 

▲1.8 

▲5.6 

7.2 

20.1 

18.0 

15.3 

11.7 

6.3 

26.7 

19.6 

9.5 

3.2 

0.3 

▲7.0 

3.8 

4.6 

0.7 

▲5.3 

▲11.7 

▲12.6 

▲15.4 

▲21.4 

▲13.4 

▲11.3 

▲15.4 

▲21.2 

▲27.3 

▲14.6 

▲17.7 

▲27.4 

▲16.3 

▲11.2 

▲7.5 

▲21.2 

▲19.7 

▲33.5 

▲38.8 

▲11.1 

▲15.5 

▲13.8 

▲36.2 

▲13.3 

▲25.0 

▲30.8 

 

 図４ 世帯人員別一般世帯の構成比の推移 
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 ３．家族類型別一般世帯数 

 

 親族のみの世帯が減少し、単独世帯が引き続き増加 

 

一般世帯を世帯主と世帯員の続き柄で区分した家族類型別にみると、親族のみの世帯が

5,204 世帯、非親族を含む世帯が 55 世帯、単独世帯が 2,648 世帯となっている。 

親族のみの世帯のうち、「核家族世帯」は前回調査と比べ 583 世帯（▲10.9%）減少

し、同様に「核家族以外の世帯」も 55 世帯（▲10.6%）減少している。その反面、総

世帯数が減少しているにもかかわらず、「単独世帯」は 156 世帯（6.3％）増加してい

る。 

 

表７ 世帯の家族類型別一般世帯数 

世帯の家族類型 
一般世帯数 構成比 増減率 

平成 27 年 平成 22 年 平成 17 年 平成 27 年 平成 22 年 平成 17 年 平成 27 年 平成 22 年 

一般世帯 7,911 8,380 8,536 100.0 100.0 100.0 ▲5.6 ▲1.8 

 親族のみの世帯 5,204 5,842 6,294 65.8 69.7 73.7 ▲10.9 ▲7.2 

 

核家族世帯 4,742 5,325 5,607 59.9 63.5 65.7 ▲10.9 ▲5.0 

 夫婦のみ 2,485 2,717 2,768 31.4 32.4 32.4 ▲8.5 ▲1.8 

 夫婦と子供 1,498 1,775 2,055 18.9 21.2 24.1 ▲15.6 ▲13.6 

 男親と子供 133 125 118 1.7 1.5 1.4 6.4 5.9 

 女親と子供 626 708 666 7.9 8.4 7.8 ▲11.5 .6.3 

核家族以外の家族 462 517 687 5.9 6.2 8.0 ▲10.6 ▲24.7 

 夫婦と両親 21 31 38 0.3 0.4 0.4 ▲32.3 ▲18.4 

 夫婦とひとり親 110 103 137 1.4 1.2 1.6 6.8 ▲24.8 

 夫婦、子供と両親 28 29 64 0.4 0.4 0.7 ▲3.4 ▲54.7 

 夫婦、子供とひとり親 88 120 176 1.1 1.4 2.1 ▲26.7 ▲31.8 

 その他 215 234 272 2.7 2.8 3.2 ▲8.1 ▲14.0 

非親族を含む 55 44 11 0.7 0.5 0.1 25.0 300.0 

単独世帯 2,648 2,492 2,231 33.5 29.8 26.2 6.3 11.7 

  （注）1 一般世帯数に世帯の不詳を含む。  2 「単独世帯」とは、世帯員が１人の世帯. 

 

図５ 世帯の家族類型別一般家庭構成比の推移 
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Ⅲ．人口集中地区 

 

 人口集中地区人口、面積が大きく減少 

 

 人口集中地区の人口は 5,484 人、面積は 1.65k ㎡、人口密度は 3,323.6 人/ｋ㎡、

世帯数は 2,469 世帯となった。 

 前回調査と比べると全ての項目で大きく減少した。特に、人口集中地区人口と世帯数で

は、総人口の減少率（▲8.4%）より▲5.9％減少が大きく、総世帯数の減少率(▲5.4%)

より▲4.4%減少が大きくなった。人口集中地区人口及び世帯数の大幅な減少に伴い人口

集中地区面積も 0.26k ㎡（▲13.6％）小さくなった。 

 

表８ 人口集中地区人口・面積・人口密度・世帯数 

調査年次 

人口集中地区 増減率（％） 

人 口

（人） 

面 積 

（ｋ㎡） 

人口密度 

（人） 

世帯数 

（世帯） 
人 口 面 積 人口密度 世帯数 

昭和 60 年 

平成 2 年 

平成 7 年 

平成 12 年 

平成 17 年 

平成 22 年 

平成 27 年 

7,881 

7,037 

7,672 

7,229 

6,903 

6,399 

5,484 

2.30 

2.00 

2.10 

2.00 

1.98 

1.91 

1.65 

3,426.5 

3,518.5 

3,618.9 

3,614.5 

3,486.4 

3,350.3 

3,323.6 

2,555 

2,439 

2,833 

2,890 

2,823 

2,738 

2,469 

▲40.1 

▲10.7 

9.0 

▲5.8 

▲4.5 

▲7.3 

▲14.3 

4.5 

▲13.0 

5.0 

▲4.8 

▲1.0 

▲3.5 

▲13.6 

▲40.1 

2.7 

2.9 

▲0.1 

▲3.5 

▲3.9

▲0.8 

▲34.6 

▲4.5 

16.2 

2.0 

▲2.3 

▲3.0 

▲9.8 

  （注）人口集中地区とは、市区町村の区域内で人口密度が 4,000 人/km²以上の基本単位区が互

いに隣接して人口が 5,000 人以上となる地区に設定される。ただし、空港、港湾、工業

地帯、公園など都市的傾向の強い基本単位区は人口密度が低くても人口集中地区に含ま

れる。 

 

 

Ⅳ．国 籍 

 

 在住外国人は、85 人 

 

平成 27 年 10 月 1 日で白老町に在住している人の国籍は、日本国籍 17,641 人、外

国籍 85 人、不明 4 人となっている。 

外国籍の内訳は、中国 53 人、韓国・朝鮮 18 人、タイ 4 人、ベトナム 4 人、フイリ

ピン１人、アメリカ 1 人、国籍記述無し 4 人となっている。 


